










研究目的 

 乳幼児健診事業、とくに事後措置の中で児童相談所はどのように位置ずけられ、機能し

ているかを分析し、今後の児童相談所の母子保健事業、とくに発達障害児の療育にはたす

役割を明らかにする。 

 今年度は、(1)児童相談所の活動内容を乳幼児保健とのかかわりで総括し、(2)先天異常

児(在宅)の場合、彼らが児童相談所とどうかかわってきたかを、保護者の側、保育所・幼

稚園・学校の側からアンケート調査により具体的な概要をつかみ、つぎに、(3)児童相談所

と直接的な関係を有しない総合病院でのミニ療育指導室が機能した場合、児童相談所がど

のような内容の児をどのくらいの程度で紹介をしているかを頻度からそのかかわりを把握

する。報告の目的は、現在の児童相談所が発達障害児の健診と療育指導に関して具体的に

どのくらいの関係をもっているかを概略で把握することにある。 


